
令和６年10月30 日 

国 立 保 育 園 

3.４.5 歳児クラス 

〇だいだい組 

・手洗いの大切さを伝え、健康的に過ごせるように

していく。 

・おたのしみ会を通して、友だちと表現する楽しさを

味わう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橙組・緑組 

・青組だより 

 日が暮れるのが一段と早くなり、肌寒く感じる日が増えてきました。今月も、健康管理に留意してい

きながら、元気いっぱいに戸外遊びを楽しんでいきたいと思います。 

今月は、だいだい組２名、 

あお組 1名のお友だちが 

誕生日を迎えます。 

 

おたんじょうびおめでとう！ 

のねらい 

〇みどり組 

・思いを伝えあいながら、友だちとの関わりを深

められるようにしていく。 

・おたのしみ会への取り組みに興味を持ち、友

だちと表現することを楽しむ。 

 

〇あお組 

・気温の変化や活動に応じて衣服の調節を行い、健康で快適に過ごし

ていく。 

・友だちや保育士とお話のイメージを膨らませながら、様々な表現遊び

を楽しむ。 

 

お願い 

衣替えの時期となりました。肌寒く

感じる日もあれば、汗ばむ日もあるた

め、気温に応じて衣服の調整を行える

ように半袖と薄手の長袖、両方ご用意

ください。 

また、自分で着替えやすいようにサ

イズの確認もお願いいたします。 

 

※衣服 特 にくつ下）、靴、上履き、他

持ち物に記名のご協力をお願いいた

します。 



３歳児クラス だいだい組 『憧れのお兄さん、お姉さんみたいに…』 

４歳児クラス みどり組 『5 歳になったよ！』 

５歳児クラス あお組 『あたらしい出会い』 

 

緑組の誕生日会ではみんなで揃ってお祝いをしています。「今日は誰の誕生日？」「5 歳になった！」と誕

生日の子も、それ以外の友だちも毎回の誕生会を楽しみにしています。誕生日の友だちはイチゴやブルーベ

リーのケーキの好きなフェルトケーキを選び、ロウソクを 5本立ててフーっと吹き消してみたり、みんなか

らは『ハッピーバースデー』の歌をプレゼントしています。毎回の誕生会で子ども達同士でのインタビュー

コーナーもあり、「好きな食べ物は何ですか」「好きな色は何ですか」「好きな動物は何ですか」と誕生児に

質問する、このコーナーがみんな大好きで盛り上がっています。少し前までは、質問したいけれど何を言お

う、、、と固まってしまう子も多かったのですが、今では質問が上手になり、子ども達だけで質問と応答が成

り立つようになりました。 

誕生日の掲示にある「すきなたべもの」「すきなどうぶつ」 

などはお友だちからの質問を載せていますので、ぜひご覧 

ください。 

 

  10 月の楽しみは散歩！今までは、公園に行くことが多かったですが、今回は、北保育園と国立ひまわり

保育園に遊びにいきました。同い年の友だちを見つけると、嬉しそうに「名前教えて！」と聞いてみたり、

「僕たちの保育園には○○があるけど、どんなおもちゃがある？」と聞いていて、少し笑ってしまう会話の

中で、すぐに友だちができたようです。氷鬼や鬼ごっこ、サッカー、ごっこ遊びなど今までしていた遊びだ

けでなく、他園が楽しんでいる、ドッジボールや宝石探しなどの遊びを一緒に参加していた子どもたち。帰

るとき少し寂しそうな表情がみられましたが、「またくるね！」と 

元気いっぱい手を振っていました。これからも交流できる機会を少 

しずつ増やしていきたいと思います。 

 

 進んで身の回りのことを行うことに少しでも慣れ、習慣づけられるようにイラストカードを使って見通し

を持てるようにしています。片付けや食べ終わりの時間、することをイラストにして掲示したことで言葉だけ

では分かりにくいことも目で確認しながら行動できるようになってきました。着替えでは、以前看護師から教

えてもらったプライベートゾーンを意識できるように、“裸にならない着替え方の順番”を表にして目に届く場

所に貼っています。「ズボンからだって！」「次は～？」と友だちと確認しながら上手に 

着替え進める姿が見られるようになりました。他にも、食事を自分で片付けたい子は 

片付けてみたり、着替えを最初から最後まで一人で頑張ってみたりと、ふれあい運動 

会をきっかけに緑組になることへの期待も見られ始めています。 

小さなことでもできたら大いに認め、たくさん褒め、励ましていきながら、引き続き 

やる気や意欲を引き出していきたいです。ご家庭でも、できたことを一緒に喜びながら 

前向きな言葉を掛けてあげてください。 


